◆凡例

『国』…『新編国歌大観』　底本は谷山茂氏蔵本
『日』…久松潜一　山崎敏夫　後藤重郎校注『日本古典文学大系28』（岩波書店　昭和三十三年）
底本は小宮堅次郎氏蔵本
『新古』…久保田淳著『新古今和歌集全評釈　第八巻』（講談社　昭和五十二年）
　　　　　底本は東京大学附属図書館蔵室町時代写伝橋本公夏筆新古今和歌集二帖
『新日』…田中裕　赤瀬信吾校注『新日本古典文学大系11』（岩波書店　平成四年）
　　　　　底本は伝冷泉為相筆本（国立歴史民族博物館蔵）
◆本文比較

・『国』

　　天王寺のかめ井の水を御覧じて　　　上東門院

にごりなきかめ井の水をむすびあげて心のちりをすすぎつるかな

・『日』

　　天王寺のかめ井のみづを御覧じて　　　上東門院

にごりなきかめ井の水を結びあげて　心のちりをすゝぎつる哉

・『新古』

　　天王寺［の］亀井の水を御覧じて　　　上東門院

濁りなき亀井の水をむすびあげて心の塵をすゝぎつるかな

・『新日』

　　天王寺の亀井の水を御覧じて　　　上東門院

にごりなき亀井の水をむすびあげて心の塵をすゝぎつる哉

※表記上の異同はあるものの、意味上での異同はないものと考える。

◆註釈比較

・『日』

○天王寺―難波の四天王寺。○かめ井―天王寺にあった井。▽清らかな亀井の水を手で掬って飲んで、心の汚れを清めたことである。天王寺に詣でて心を洗い清めた意。

・『新古』

［題意］「天王寺の亀井の水を御覧になって（お詠みになった歌）の意。

　天王寺は四天王寺のこと。摂津国東生郡、現在は大阪市天王寺区にある。もと天台宗、今は和宗の寺。聖徳太子の創建。

　亀井は四天王寺の境内に現存する井戸。石の亀の水盤があり、その口から霊水が湧き出ている。

［歌意］濁りなく澄んだ亀井の水を手に掬い上げて、わが心の六塵の楽欲を洗い清めましたよ。

［語釈］

　◇むすびあげて＝手で掬い上げて。

・『新日』

濁りない亀井の水を手にすくい上げて、心のけがれを洗い清めたことでございました。○天王寺の亀井　摂津国四天王寺境内の麗水。「以慈悲心飲之宝薬矣」（四天王寺御手印縁起）。

◆問題点

　亀井の水を掬い上げるだけでよいのか、それとも飲まなければならないのか。

◆検証

・四天王寺のウェブサイト

　亀井堂は戦火で焼失後、昭和３０年に再建されました。

亀井堂の霊水は金堂の地下より、湧きいずる白石玉出の水であり、 回向（供養）を済ませた経木を流せば極楽浄土が叶うといわれています。

東西桁行は四間あり、西側を亀井の間と呼んでいます。東側は影向の間と呼ばれ、左右に馬頭観音と地蔵菩薩があります。中央には、その昔聖徳太子が井戸にお姿を映され、楊枝で自画像を描かれたという楊枝の御影が安置されています。

・平成十六年十月二十五日に四天王寺に赴く。

１．亀井堂に置いてあった説明書き

　推古元年（五九三）創建。

　昭和三十年（一九五五）再建。

　お堂の中央に大きな亀の水盤があり、亀の口より昼夜を分かたず、霊水を出す故に、亀井水と呼ぶ。
　この霊水は、金堂の地下にある青龍池より湧き出ずる「白石玉出の水」である。

　各お堂にて回向（供養）を済ませた経木を当堂の亀甲の水盤に流せば、清涼な霊水にご先祖の霊もたちまちに浮かばれるといわれる。

　本尊は地蔵菩薩、堂の東方影向の間には、中央に聖徳太子楊枝の御影、右に馬頭観音、左に地蔵菩薩を安置する。

２．亀井堂の関係者に話を聞くも収穫なし。

・奥田慈應編著『四天王寺誌』（四天王寺事務所　一九六三年）

　　　後拾遺

　　　　　　　　　辨乳母

　萬代をすめる亀井の水やさは富の小川のなかれなるらん

　　　新後撰

　　　　　　　　　郁芳門院安芸

　まれにとて御法の跡をきてみれば浮木にあへる亀井なりけり
１．はじめに

　以上二枚は、発表資料である。ここから、レポートとして書き始める。

発表した当初は、水を掬い上げるのか、それとも飲むのかを問題点としていたが、様々な資料と向き合ううちに、その他にも多くの問題が浮上した。ここでは、それらについて述べたい。

２．亀井の水について

ａ．「亀井の水」という名称

　『四天王寺史料』所収『天王寺誌第二巻　地理志』の「亀井水」の項には次のような一文がある。

　　処在東僧坊之前、本願縁起曰、麗水東流、号白石玉出水、以慈悲心飲之為法薬云々、按旧記、号水於亀井、昔白河法皇之官女上東門院、詣当寺之時、其水盤亀形故、以白石玉出水詠亀井水、其歌新古今釈教ノ部曰、濁ナキ亀井水ヲムスヒアケテ心ノ塵ヲスヽキツルカナ、是其号所起也

　　処は東僧坊の前に在り、本願縁起に曰く、麗水東に流れたり、白石玉出水と号、慈悲心を以て之を飲めば法薬と為ると云々、旧記按ずるに、水を亀井と号するは、昔白河法皇の官女上東門院、当寺詣するの時、其水盤亀の形なるが故に、白石玉出水を以て亀井の水と詠ず、その歌（新古今釈教ノ部）に曰く、濁りなき亀井の水をむすひあけて心の塵をすすきつるかな、是れ其の号の起こる所なり（書き下し引用者）

　注目すべきは、上東門院が歌を詠んだから、白石玉出の水は亀井の水と呼ばれるようになったということだろう。それまでも亀の形をした水盤はあったが、特に亀に関連した名前は付いていなかった。藤原氏・皇族の影響力が窺い知れるというものである。
ｂ．白石玉出の水について

　それでは、亀井の水と呼ばれるようになった白石玉出の水とは、どのようなものであったか。『四天王寺史料』所収『四天王寺年中法事記第八』の「亀井水」の項には次のように書かれている。
　　（略）亀井の水は、金堂の内なる龍池より流出る也、白き石のひまより、玉のことくきよき水のわき出るにより、白石玉出水となつく（略）
　名前の由来についてはわかった。それでは、水そのものについてはどうか。先に挙げた『天王寺誌第二巻　地理志』に「以慈悲心飲之為法薬」とあるが、これではまだ不十分なので、いくつか引用しながら、検証してみたい。
　　（略）此地に荒陵池とて、青龍常にすみける池ありしを鎮め祭り、わつかに池のかたちを残さるゝ、今金堂の内にあり、亀井の水のミなかみ是也（略）（『四天王寺年中法事記第三』「金堂」）

　「金堂の内なる龍池」とは、荒陵池のことであり、常に青龍が棲むというのである。次は『天王寺誌第二巻　地理志』の「荒陵池」の項を参照する。
　　本願縁起曰、斯地内有池、号荒陵池、其底深青竜恒居処也云々、今之金堂下荒陵池而亀井水源也

　　本願縁起に曰く、斯くの地内に池有り、荒陵池と号す、其の底深くして青竜恒に居る処なり云々、今の金堂の下荒陵池にして亀井水の源なり（書き下し引用者）

　ここでも殆ど同じ内容が書かれている。青龍が棲んでいることはわかったが、それ以上進まない。

　ところで、『天王寺誌第二巻　地理志』の「万代池」には次のように書かれている。

　　池在土塔塚之南、按是太子封青竜之池也、称万代、（略）故式三番之音曲以万代起亀祝歌、云万代池亀矣
　　池は土塔塚の南に在り、按ずるに是太子青竜を封ずるの池なり、万代称える、（略）故に式三番の音曲に万代を以て亀を起こし祝歌す、万代の池亀と云う（書き下し引用者）
　ここにも青龍を封じる池があった。また、「亀」の字も現れるが、これは式三番の中の「万代の池亀」という語句の名前の由来を説明しただけのものであるようだ。しかし、地図（添付資料参考）にあるように、万代池は金堂とかけ離れた場所に位置しており、白石玉出水とは別のものとして考えるべきだろう。ただ、やはり青龍という類似点には注意を払う必要があるかもしれない。また実際に、「万代」と「亀井」を同時に詠み込んだ歌も存在しており、当時の歌人にも混同があった可能性も否定できない。
　しかし、肝心の白石玉出水については不明なままだ。実は、『四天王寺年中法事記第八』の「亀井水」項の後略した箇所には、次のようにある。
　　慈悲心を以て此水を飲人は、般若の智水を増進し、菩提の資粮をうるほすへし、是によりて、父母眷属一切の亡者に、此水を手向るなり、縁起曰、此地敷七宝、故ニ青龍恒守護、麗水東流、号曰白石玉出水、以慈悲心飲之、為法薬矣

　　縁起曰くに、此の地には七宝を敷く、故に青龍恒に守護す、麗水東に流る、号して白石玉出水と曰ふ、慈悲心を以て之を飲めば、法薬と為る（書き下し引用者）

　これが全てを言い表しているように思えるのだが、如何せん私の拙い知識では理解が浅い。それでも、それなりに解釈してみると、「情け深い心をもってこの水を飲む人は、煩悩を洗い除く悟りの智慧が増し、涅槃に到る助けとなるだろう。これによって、父母や親族一切の亡者への手向け水とするのである。縁起が言うには、この地には七種の宝玉が配置されており、青龍が常にそれを守護しているのである。（以下略）」とでもなるだろうか。これで、白石玉出水に関しては、かなり解明できたと思われる。
３．上東門院の詠歌

　金葉和歌集三奏本第九雑上と新古今和歌集巻第二十釈教歌に採られている「にごりなきかめ井の水をむすびあげて心のちりをすすぎつるかな」の歌は、長元四（一〇三一）年の九月二十五日から十月三日の住吉神社・天王寺・石清水八幡宮への御幸の中で詠まれた。九月二十九日、帰途に着く時に亀井の水を御覧になったという。そして、手で掬って飲み、煩悩を洗い清めた。
　果たして、歌の解釈は「煩悩を洗い清めた」で終わってしまっていいのだろうか。前述のように、「父母眷属一切の亡者に、此水を手向る」のであれば、自らの煩悩を取り去るだけに留まらず、鎮魂であるとか何かしらの意志が働いているのではないだろうか。

　ここで御幸以前の上東門院の周辺を確認しておきたい。寛弘八（一〇一一）年、夫である一条天皇が崩御。中宮彰子は深い悲しみを覚え、この頃より仏道に励むようになった。万寿二（一〇二五）年、妹である小一条院女御寛子、東宮敦良親王妃嬉子が相次いで世を去る。同三（一〇二六）年、出家。上東門院という院号を宣下される。同四（一〇二七）年、弟の顕信が入寂。妹である皇太后妍子も世を去り、次いで、父道長も薨去するのであった。

　道長の薨去から御幸までは四年の間隔が空いているが、これほどまでに身内に不幸が続けば、時が癒やしてくれるというのも、なかなか困難なことであっただろう。長元九（一〇三六）年に息子の後一条天皇とその中宮である妹の威子が崩御。よほど悲しみが深かったのであろう。その三年後、上東門院は剃髪受戒。それ以降は殆ど公事にも出席しなかったようだ。
　これらの背景を辿ると、「にごりなきかめ井の水をむすびあげて心のちりをすすぎつるかな」の解釈は、単に煩悩を取り去る云々で留まるのではなく、やはり、身内の魂を供養する意図があったと捉えるべきであろう。実は、上東門は四天王寺御幸の際、教円僧都を講師に経供養を行っている。ここでようやく、発表資料に掲載した、亀井堂に置いてあった説明書きの「各お堂にて回向（供養）を済ませた経木を当堂の亀甲の水盤に流せば、清涼な霊水にご先祖の霊もたちまちに浮かばれるといわれる。」の文言が説得力を帯びてくるのであった。当時、経木を水盤に流すという儀式があったかどうかは定かではない。少なくとも、『四天王寺史料』では確認できなかった。
４．結び

　以上、上東門院の「にごりなきかめ井の水をむすびあげて心のちりをすすぎつるかな」の歌について述べてきた。結論としてはたびたび述べたように、「心のちりをすすぐ」ことは、単に自らの煩悩を取り去るだけではなく、既にこの世を去った親しい人間の冥福を祈るということをも含むということであった。この結論をもってすると、数々の註釈は説明を尽くしていないように思われる。
　ただ、この論にはかなりの不備があるだろう。解題によると、検証に用いた『天王寺誌』は宝永四（一七〇四）年より後のこれに近い頃の執筆、『四天王寺年中法事記』は貞享二（一六八五）年の出版で、とても上東門院が御幸で参詣した当時の四天王寺を忠実に語っているとは思えないからだ。史料として最も当時を語っているのは『四天王寺縁起』だろうが、如何せん国宝のため、レポートに用いることは難しかった。また、「平安時代中期の女性と宗教―上東門院藤原彰子とその信仰」という論文があるのだが、所収されている雑誌が大学の図書館には所蔵されておらず、取りかかるのが遅かったために、このレポートを作成する材料にできなかったのが悔やまれるところである。
　今後の課題としては、時間的に取り寄せられなかった論文を読んで新たな考えに触れること、「青龍」に関する考察を深めること、「亀井の水」を詠んだ他の歌の解釈についても検証の必要があるということだろう。
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